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シ
ド
ニ
ー
事
務
所
で
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
地
域
レ

ベ
ル
で
の
相
互
理
解
を
促
進
し
、
友
好
協
力
関
係

の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
特
定
の
テ
ー
マ
に
基

づ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
各
国
の
地
方
行
政

関
係
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
、
ニ

ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
（
以
下
、
N
S
W

州
）
内
の
地
方
自
治
体
お
よ
び
地
方
行
政
関
係
団

体
を
主
な
対
象
と
し
た
「
シ
ド
ニ
ー
地
方
行
政
交

流
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
地
方
行
政
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
一
九
九
五
年
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
度
は
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
日
、

全
豪
姉
妹
都
市
協
会（
A
S
C
A

：A
ustralian 

Sister C
ities Association)

と
の
共
催
に
よ
り
、

北
部
特
別
地
域
ダ
ー
ウ
ィ
ン
市
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
最
近
の
地
方
自
治
体
を

取
り
巻
く
問
題
点
、
あ
る
い
は
日
本
と
オ
セ
ア
ニ

ア
地
域
に
共
通
す
る
課
題
と
い
っ
た
も
の
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
日
豪
の
観
光
を
め

ぐ
る
動
向
に
着
目
し
、『
地
域
の
資
源
を
活
用
し
た

持
続
可
能
な
観
光

：

交
流
・
発
展
・
活
力
』
を
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
全
豪
姉
妹
都
市

協
会
の
年
次
総
会
に
併
せ
て
開
催
し
、
同
総
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
組
み
込
ん
だ
た
め
、
約
一
二
〇

人
の
自
治
体
関
係
者
や
観
光
関
係
者
の
方
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
エ
リ
オ
ッ
ト
・
マ
カ
ダ
ム
氏
（
北
部
特

別
地
域
自
治
大
臣
）
の
講
演
が
あ
り
、
引
き
続
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
司
会
と
し

て
ア
ラ
ン･

マ
ッ
ク

ギ
ル
氏
（
ダ
ー
ウ

ィ
ン
市
首
席
行
政

官
）
に
進
行
を
お

願
い
し
、
当
協
会
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cオーストラリア、韓国の自治体関係者と
（左端が池田所長）

cあいさつする上田専務理事

の
上
田
専
務
理
事
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
山
口
忠
彦

氏
（
在
シ
ド
ニ
ー
日
本
国
総
領
事
館
領
事
）、
ケ
リ

ー
・
モ
イ
ア
氏
（
ダ
ー

ウ
ィ
ン
市
議
会
議
員
・

北
部
特
別
地
域
地
方
自

治
体
協
会
会
長
）
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
講
演
、
事
例
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

折
内
課
長
の
講
演
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
ニ
セ
コ
の
観
光
の
始
ま

り
は
登
山
と
湯
治
で
あ
っ
た
。
ニ
セ
コ
町
の
名
前
の

由
来
と
な
っ
た
ニ
セ
コ
ア
ン
ヌ
プ
リ
周
辺
に
は
、
八

つ
の
ス
キ
ー
場
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
グ
ラ
ン
ひ
ら

ふ
ス
キ
ー
場
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
多
く
来
て
い

る
。
こ
の
ス
キ
ー
場
は
、
標
高
一
〇
〇
〇
ｍ
程
度
ま

　

折
内
光
洋（
北
海
道
）ニ
セ
コ
町
商
工
観
光
課
長

 

「
ニ
セ
コ
町
に
お
け
る
観
光
施
策

　
　
　
　
　

 

〜
通
年
型
観
光
地
へ
〜
」
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で
照
明
設
備
が
あ
り
、
ナ
イ
タ
ー
・
ス
キ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
多
く
夜
遅

く
ま
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

ニ
セ
コ
の
観
光
は
、
企
業
の
団
体
旅
行
や
家
族

に
よ
る
ス
キ
ー
旅
行
な
ど
、
冬
に
偏
っ
て
い
た
。
ま

た
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
団
体
旅
行
の
縮
小
、

観
光
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
少
子
化
に
よ
る
ス

キ
ー
人
口
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
町
と
観
光
協
会
が
夏

の
観
光
に
力
を
入
れ
、
観
光
事
業
者
と
と
も
に
通

年
型
体
験
型
観
光
へ
の
移
行
を
目
指
し
た
。
体
験

メ
ニ
ュ
ー
で
人
気
な
の
は
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
カ
ヌ

ー
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
熱
気
球
な
ど
、
都
会
で

は
味
わ
え
な
い
遊
び
が
中
心
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

雨
天
の
時
で
も
対
応
が
可
能
な
、
森
で
拾
っ
た
木
々

を
使
う
ク
ラ
フ
ト
、
そ
ば
打
ち
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り

や
ジ
ャ
ム
作
り
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
そ
ろ
え
た
。
そ

の
結
果
、
夏
の
観
光
客
数
が
冬
の
観
光
客
数
を
逆

転
す
る
ま
で
に
至
り
、
二
〇
〇
六
年
度
の
ニ
セ
コ
町

の
観
光
客
の
入
込
客
数
は
、
一
四
八
万
人
で
あ
る
。

倶
知
安
町
と
合
わ
せ
る
と
約
三
〇
〇
万
人
を
数
え

て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
ぐ
ら
い
か
ら
、
ひ
ら
ふ
地
区
を
中

心
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
ス
キ
ー
客
が
増
え
は

じ
め
、
再
び
ス
キ
ー
場
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
ニ
セ
コ
町
と
倶
知
安
町

を
合
わ
せ
一
万
九
九
四
人
、
延
べ
七
万
四
五
五
人
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
滞
在
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
が
多
く
な
っ
た
理
由
と
し
て

は
、
①
在
住
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
功
績
（
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
事
業
者
、
ツ
ア
ー
会
社
）、
②
現
地
ツ
ア

ー
会
社
の
積
極
的
な
売
り
込
み
、
③
口
コ
ミ
の
パ

ワ
ー
、
④
豪
州
経
済
の
好
景
気
と
円
安
、
豪
ド
ル

高
、
⑤
雪
質
の
よ
さ
や
渡
航
費
用
、
時
差
が
な
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
変
化
と
し
て
、
ひ
ら
ふ
地
区
、
ニ
セ

コ
東
山
や
ア
ン
ヌ
プ
リ
地
区
で
投
資
目
的
の
土
地

の
購
入
や
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
・
別
荘
の
建
築
が
増
え

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
雪
処

理
、
景
観
に
関
す
る
規
制
な
ど
が
急
務
と
な
っ
て

い
る
。

今
後
は
、
新
た
な
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し
、

ニ
セ
コ
羊
蹄
国
際
リ
ゾ
ー
ト
都
市
の
構
築
、
リ
ゾ

ー
ト
景
観
づ
く
り
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ロ
ス
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
氏
の
講
演
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

な
ぜ
ニ
セ
コ
が
す
ば
ら
し
い
ス
キ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト

か
と
い
う
と
そ
れ
は
雪
質
に
あ
る
。
ニ
セ
コ
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
ス
キ
ー
場
よ
り
も
雪
質
が

よ
い
。
絶
え
間
な
く
雪
が
降
り
、
深
雪
を
楽
し
め

る
。
ま
た
、
気
温
も
マ
イ
ナ
ス
八
〜
九
度
で
欧
米

の
ス
キ
ー
場
よ
り
も
暖
か
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
利
点
は
、
移
動
距
離
と
時
差
に

あ
る
。
ニ
セ
コ
に
来
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
、
日

本
の
ほ
か
の
都
市
に
寄
ら
ず
、
ま
っ
す
ぐ
に
ニ
セ
コ

に
来
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
ニ
セ
コ
が
欧
米
の

ス
キ
ー
場
に
比
べ
、
移
動
距
離
が
短
く
、
時
差
が

ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
利
点
を
重
視
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

ニ
セ
コ
の
観
光
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
多
く
の
投
資
が
必
要
だ
ろ
う
。
観
光
客
を
楽
し

ま
せ
る
よ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
な
ど
を
増
や

し
、
道
路
や
交
通
シ
ス
テ
ム
を
充
実
す
る
必
要
が

あ
る
。

ニ
セ
コ
で
は
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

進
出
に
よ
り
、
小
規
模
小
売
店
が
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
観
光
は
こ
の
よ
う
な
小
規
模
小
売

店
に
利
益
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
大

型
店
舗
に
は
な
い
よ
う
な
商
品
を
求
め
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

ニ
セ
コ
の
若
年
人
口
は
年
々
減
少
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
観
光
に
よ
り
就
労
機
会
が
増
え
る
こ
と
で
、

若
者
の
流
出
が
食
い
止
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ニ
セ
コ

の
自
然
環
境
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
国
、
地
方

自
治
体
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
を
進
め
る
必
要
が

講師および講演テーマ
・ 折内光洋（北海道ニセコ町  商工観光課長）「ニセ
コ町における観光施策　～通年型観光地へ～」
・ ロス･フィンドレー（ニセコ・アドベンチャーセンタ
ー代表取締役）「ニセコ～急成長する国際観光地」
・ ガリー･スミス（ツーリズム・レジャー・コーポレ
ーション・クイーンズランド代表取締役）「持続可
能な観光に取り組む民間企業：地方自治体との協
力関係」
・ リチャード・ドイル（北部特別地域観光局、航空・
クルーズ部アジア・日本課担当課長）「世界遺産の
活用～持続可能な観光を実現するために」
・ 新堀治彦（トロピカル・ノース・クイーンズランド
観光局　日本＆グァム課　ジェネラルマネージャ
ー）「日本マーケットにおけるケアンズのツーリズム
マーケティング」

　

ロ
ス
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
氏

　

（
ニ
セ
コ
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締
役
）

   

「
ニ
セ
コ
〜
急
成
長
す
る
国
際
観
光
地
」
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あ
る
。
ニ
セ
コ
で
は
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
て

い
る
が
、
自
然
環
境
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
国
、

地
方
自
治
体
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
ニ
セ
コ
観
光
協
会
と
協
力
し
な
が
ら
事
業

を
展
開
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
観
光

協
会
は
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
を
増
や
す
た
め
の

施
策
や
広
告
を
拡
充
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

二
〇
〇
八
年
二
月
一
五
日
、
シ
ド
ニ
ー
市
内
の
ホ

テ
ル
に
お
い
て
、「
シ
ド
ニ
ー
地
方
行
政
交
流
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
日

豪
の
地
方
行
政
制
度
、
地
方
自
治
体
の
先
進
的
な

行
政
実
例
な
ど
の
講
演
や
意
見
交
換
を
通
じ
、
日

豪
両
国
の
地
方
自
治
の
進
展
と
友
好
親
善
交
流
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
N
S
W
州
内
地
方
自
治

体
と
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
と
な
る
今
回
は
、
日
豪
に
お
け
る
地

方
と
中
央
の
政
府
間
関
係
の
動
向
を
テ
ー
マ
と
し
、

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
、
横
尾
俊
彦 

佐
賀
県
多
久
市
長
を
お
招

き
し
、
日
本
の
地
方
分
権
改
革
の
動
向
を
お
話
し

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
方
自

治
体
関
係
者
と
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
メ
ロ
ー
氏
（
シ
ド
ニ

ー
工
科
大
学　

地
方
自
治
セ
ン
タ
ー
次
長
）
の
司

会
で
開
会
し
、
池
田
氏
（
シ
ド
ニ
ー
事
務
所
所
長
）

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
シ
ド
ニ
ー
市
を
代
表
し
て
ロ
ビ

ン
・
ケ
ミ
ス
氏
（
シ
ド
ニ
ー
市
議
会
議
員
）
か
ら
来

賓
あ
い
さ
つ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
池
田
所
長
か
ら
の
日
本
の
地
方
自
治

に
関
す
る
説
明
に
続
き
、横
尾
多
久
市
長
か
ら
「
日

本
の
地
方
分
権
改
革
の
動
向
」
と
題
し
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

横
尾
市
長
か
ら
は
、
日
本
行
政
の
課
題
、
地
方

分
権
改
革
推
進
委
員
会
に
お
け
る
基
本
的
考
え
方
、

中
間
取
り
ま
と
め
の
概
要
、
今
後
の
取
組
み
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
、「
今
後
、
出
先
機
関
の
統
廃

合
の
見
直
し
、
義
務
付
け
・
枠
付
け
・
関
与
の
見

直
し
の
検
討
、
個
別
行
政
分
野
・
事
務
事
業
の
抜

本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て
、
激
し
い
議
論
が
予
想

さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

探
る
英
知
を
持
ち
、
自
分
た
ち
の
真
剣
な
努
力
を

信
じ
る
心
を
忘
れ
ず
、
未
知
の
世
界
へ
進
み
出
す

勇
気
を
育
く
み
、
こ
の
変
革
に
臨
ん
で
い
き
た
い
」

と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー

を
挟
ん
で
、
日
豪
に
お

け
る
地
方
と
中
央
の
政

府
間
関
係
の
動
向
と
題

し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
ず
、
メ
ロ
ー
氏
か
ら
、
豪
州
に
お
け
る
地
方

と
中
央
の
政
府
間
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
、
地
方
と
中
央
の
政
府
間
関
係
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
発
言
が
続
き
ま

し
た
。
な
お
、
同
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

当
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

（w
w
w
.jlgc.org.au/)

。

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
活
発
に
質
問
や
意
見
が
飛
び
交
い
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
間
に
も
各
参
加
者
が
意
見
交
換

し
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ま
た
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
来
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
二
〇
〇
八
年

四
月
、
美
し
い
湖
と
温
泉
で
有
名
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
ロ
ト
ル
ア
で
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
日

本
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
関
係
を
通
じ
、
未
来
に

向
か
っ
て
歩
む
べ
き
道
、
友
好
・
交
流
の
あ
り
方

に
つ
い
て
模
索
し
て
い
く
予
定
で
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ド
ニ
ー

地
方
行
政
交
流
セ
ミ
ナ
ー

c基調講演を行う横尾多久市長

終
わ
り
に

■モデレーター　
　ロバート・メロー氏
　（シドニー工科大学 地方自治
　センター次長）
■パネリスト　
　ロス・ウッドワード氏　　　　
　（NSW州自治省次長）
　ロバート・ベル氏（NSW州地
　方自治体協会副会長 ・ゴスフ
　ォード市議会議員)
 　ステーブン・ブラッカダー氏　　
　（NSW州地方自治体管理者協
　会特別会員）
　横尾俊彦氏（佐賀県多久市　
　長）

・

・

・

・

・
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ラ
グ
ビ
ー
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
い

っ
た
球
技
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
す
が
、
サ
ー
フ
ィ
ン
も
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
す
。

長
く
広
く
続
く
海
岸
線
は
、
起
伏
に
富
み
、
初

心
者
向
け
の
ビ
ー
チ
・
ブ
レ
イ
ク
の
緩
や
か
な
波
か

ら
、
上
級
者
の
み
が
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
浅
い

リ
ー
フ
の
上
で
割
れ
る
ハ
ー
ド
な
波
ま
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
波
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
で
こ
そ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
世
界
で
最
も

サ
ー
フ
ィ
ン
の
盛
ん
な
国
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
に
流
行
し
始
め
た
の
は
、
1
9
5
0

年
代
こ
ろ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
意
外
に
歴
史
は
深

く
あ
り
ま
せ
ん
。
初
め
は
中
流
階
級
の
子
弟
の
遊

び
だ
っ
た
よ
う
で
、
多
く
の
労
働
階
級
の
若
者
は

バ
イ
ク
が
中
心
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
あ
の

有
名
な
バ
イ
ロ
ン
・
ベ
イ
や
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
の

サ
ー
フ
ァ
ー
ズ
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
サ
ー
フ
ィ
ン
が
も
た

ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
州

で
、
波
乗
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
輩
出
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
七
年
の
世
界

プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、

男
女
共
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
サ
ー
フ
ァ
ー
が
一
位

を
獲
得
し
て
お
り
、
男
子
は
上
位
五
〇
人
中
二
一

人
、
女
子
は
上
位
一
八
人
の
う
ち
九
人
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
に
お
い
て
も
、
国
際
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド

協
会
の
二
〇
〇
七
年
男
子
の
ラ
ン
キ
ン
グ
一
位
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
女
子
も
一
位
こ
そ
獲
得
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
ラ
ン

キ
ン
グ
ト
ッ
プ
一

〇
の
う
ち
、
三
人

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
で
占
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

二
〇
〇
八
年
に

は
、
世
界
プ
ロ
サ

ー
フ
ィ
ン
連
盟
主

催
の
世
界
ツ
ア
ー
の
う
ち
男
女
共
に
三
戦
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

ラ
ン
キ
ン
グ
に
名
前
を
連
ね
る
プ
ロ
の
技
を
間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

一
年
中
、
サ
ー
フ
ィ
ン
が
楽
し
め
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
、
北
部
特
別
地
域
以
外
の
す
べ
て
の
州
に

サ
ー
フ
・
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
シ
ド
ニ

ー
の
あ
る
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
は
、

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
と
並

び
、
国
内
有
数
の
サ
ー
フ
・
ス
ポ
ッ
ト
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

シ
ド
ニ
ー
の
よ
う
な
都
会
か
ら
も
、
電
車
や
バ
ス

と
い
っ
た
公
共
機
関
を
乗
り
継
い
で
簡
単
に
海
へ

行
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
サ
ー
フ
ィ
ン
は
手
軽
に

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
一
度
覚
え

て
し
ま
え
ば
、
多
少
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
も
波
に
乗

る
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
親
子

で
波
乗
り
を
楽
し
ん
で
い
る
人
も
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

身
近
な
サ
ー
フ
ィ
ン
天
国

cボディボード世界戦でのプロたち

サ
ー
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と

プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
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私
が
住
ん
で
い
る
シ
ド
ニ
ー
東
部
の
ボ
ン
ダ
イ
地

区
に
は
、
ボ
ン
ダ
イ･

ビ
ー
チ
、
タ
マ
ラ
マ
・
ビ
ー

チ
、
ブ
ロ
ン
テ
・
ビ
ー
チ
、
ク
ー
ジ
ー
・
ビ
ー
チ
と

四
つ
の
ビ
ー
チ
が
並
ん
で
い
ま
す
。
週
末
や
休
暇

と
も
な
れ
ば
、
多
く
の
海
水
浴
、
日
光
浴
を
す
る

人
で
に
ぎ
わ
い
、
ひ
と
た
び
南
か
ら
の
低
気
圧
の

影
響
で
波
が
上
が
る
と
、
多
く
の
サ
ー
フ
ァ
ー
た
ち

で
混
雑
し
ま
す
。

こ
の
東
部
地
区
以
外
に
も
、
シ
ド
ニ
ー
か
ら
北
へ

向
か
え
ば
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
コ
ー
ス
ト
と
呼
ば
れ
る

サ
ー
フ
・
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
、

ポ
ー
ト･

マ
ッ
コ
ー
リ
、
コ
フ
ス
・
ハ
ー
バ
ー
、
バ
イ

ロ
ン
・
ベ
イ
と
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
ま
で
の
約
九
〇

〇
㎞
ま
で
の
間
に
あ
ち
こ
ち
で
波
乗
り
が
で
き
、

南
に
向
か
え
ば
、
車
で
一
〜
三
時
間
の
距
離
で
ク
ロ

ヌ
ラ
、
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
と
い
っ
た
有
数
の
サ
ー
フ
・

ス
ポ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。
ま
さ
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
サ
ー
フ
ィ
ン
大
国
、
と
い
っ
た
言
葉

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ド
ニ
ー
赴
任
当
初
は
、
秋
か
ら
冬
へ
と
季
節

が
移
り
変
わ
る
中
で
、
な
か
な
か
海
へ
足
が
向
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
春
（
こ
ち
ら
の
季
節
で
一
〇
月

こ
ろ
）、
徐
々
に
暖
か
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

週
末
は
海
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

実
際
、
海
に
入
っ
て
み
る
と
、
天
気
は
よ
く
、

風
も
穏
や
か
で
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
で

も
快
適
な
陸
上
で
す
が
、
海
水
の
温
度
は
低
く
、

ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
（
フ
ル
ス
ー
ツ
）
が
必
要
で
し
た
。

皮
膚
感
覚
の
違
う
オ
ー
ジ
ー
は
、ト
ラ
ン
ク
ス
一
枚
、

水
着
で
入
っ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
。

海
の
中
で
は
、
入
っ
て
い
る
人
み
ん
な
笑
顔
で

迎
え
て
く
れ
ま
す
。
確
か
に
、
ロ
ー
カ
ル
優
先
だ

と
か
、
ワ
ン
マ
ン
・
ワ
ン
ウ
ェ
イ
ブ
と
い
っ
た
世
界

共
通
の
サ
ー
フ
ィ
ン
の
ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
が
、
日

本
の
よ
う
に
、
ガ
ツ
ガ
ツ
と
険
し
い
表
情
で
波
を

独
り
占
め
す
る
よ
う
な
人
は
い
ま
せ
ん
。
時
に
は
一

本
の
波
に
数
人
が
乗
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、「Sorry

」
の
一
言
で
み
ん
な
笑
顔
で
沖
へ

戻
っ
て
行
き
ま
す
。

た
だ
、
波
が
高
く
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
危
険
も

増
し
ま
す
。
年
末
に
は
夏
だ
と
い
う
の
に
、
珍
し

く
波
が
上
が
り
（
波
が
上
が
る
＝
低
気
圧
の
影
響

な
の
で
、
通
常
、
晴
れ
て
高
気
圧
が
張
り
出
し
て

い
る
夏
に
は
珍
し
い
）、
頭
オ
ー
バ
ー
（
岸
か
ら
見

た
サ
イ
ズ
を
身
体
の
部
位
で
測
る
）
の
波
に
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
嬉
々
と
し
て
海
へ
入

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
沖
に
向
か
う
た
め
に
懸
命

に
パ
ド
リ
ン
グ
や
キ
ッ
キ
ン
グ
を
し
ま
す
が
、
ど
ん

ど
ん
自
分
の
行
き
た
い
方
向
と
は
違
う
方
へ
流
さ

れ
、
自
分
の
体
力
や
技
術
の
な
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
一
五
分
〜
二
〇
分
か
け

て
沖
へ
出
て
、
も
の
の
三
分
で
ビ
ー
チ
に
戻
さ
れ
て

し
ま
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
大
き
な
う
ね

り
が
入
っ
て
波
が
上
が
っ
た
時
に
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー

バ
ー
の
監
視
の
下
に
サ
ー
フ
ィ
ン
が
で
き
、
あ
る
意

味
、
安
全
と
も
言
え
ま
す
が
、
自
分
の
身
を
守
り
、

周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
自
分
の
力

を
過
信
し
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

一
口
に
サ
ー
フ
ィ
ン
と
言
っ
て
も
、
波
に
合
わ
せ

て
上
下
に
動
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
を
入
れ
る
シ
ョ

ー
ト
ボ
ー
ド
、
比
較
的
穏
や
か
で
メ
ロ
ー
な
波
に

適
し
た
ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
、
シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
ロ
ン

グ
ボ
ー
ド
と
い
っ
た
長
い
板
で
は
乗
れ
な
い
よ
う
な

急
角
度
の
波
を
滑
る
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
な
ど
、
波
乗

り
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
波
に
合

わ
せ
て
板
を
変
え
て
楽
し
む
人
、
一
つ
の
形
に
こ
だ

わ
っ
て
波
乗
り
す
る
人
と
、
楽
し
む
ス
タ
イ
ル
も

人
そ
れ
ぞ
れ
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
ス
タ
イ
ル

を
追
求
し
な
が
ら
波
乗
り
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
通
し
て
、
ビ
ー
チ
・
ク
リ

ー
ン
に
参
加
す
る
な
ど
環
境
に
も
目
を
向
け
る
こ

と
が
で
き
、
時
に
は
イ
ル
カ
や
海
ガ
メ
に
出
会
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
ビ
ー
チ
で
は
、
初
心
者
向
け

の
サ
ー
フ
ィ

ン
レ
ッ
ス
ン

も
盛
ん
で
す
。

皆
さ
ん
も
シ

ド
ニ
ー
に
お

越
し
の
際
は
、

ぜ
ひ
サ
ー
フ

ィ
ン
に
挑
戦

し
て
み
て
は

い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

L
e
t's
 S
u
rf!!

cボンダイ・ビーチでサーフィン

笑
顔
の
オ
ー
ジ
ー
と

手
強
い
波


